
並行在来線（長万部・小樽間）のバス転換が決まりました
　現在、ＪＲ北海道が運行している函館線のうち、北海道新幹線が札幌まで延伸した際に新幹線と並行して運
行される在来線の区間（函館・小樽間）は、沿線自治体の同意を得たうえで経営分離することになっているた
め、沿線自治体は北海道の更なる発展のため、平成２４年にＪＲ北海道の経営分離に同意しました。
　また、経営分離後の地域交通の協議のため、函館・小樽間の沿線１５自治体と北海道で「北海道新幹線並行
在来線対策協議会」を設置し、本町は、長万部・小樽間の沿線９自治体と北海道で構成する後志ブロック会議
で協議を進めてきました。
　本町では、小樽・札幌方面の通勤・通学が多く、鉄道は町民生活に欠くことのできない交通手段となってい
ます。また、余市・小樽間は鉄道の特性が発揮できるといわれている輸送密度２，０００人を超えており、大
量輸送を迅速に行うには鉄道が有利であり、鉄道存続の立場で協議を重ねてきました。
　後志ブロック会議では、長万部町から仁木町までの沿線自治体は「バス方式」の方向性を示し、「長万部・
余市間」はバス転換が決定しました。「余市・小樽間」については小樽市、余市町、北海道の３者で個別に協
議を進めてきましたが、
　鉄道存続にあたっては、
　・巨額な初期投資や将来にわたり多額の運行経費が見込まれること
　・沿線人口の減少、観光入込客数の増加や多駅化・多頻度化、あらゆる手立てを講　じたとしても大幅な収
　　支改善は見込めないこと
　・鉄道の運行経費の国の支援制度がないこと
　・災害時における貨物の代替ルートとしての活用が見込めないこと
　・鉄道を廃止した場合の施設撤去費や災害発生時の復旧費といった潜在的なリスクなどを考慮すると、将来
　　にわたって、小樽市、余市町、北海道の３者で鉄道を運行することは困難であること
　バス運行にあたっては、
　・バスダイヤの改正や増便などにより、利用の集中する時間帯を含め、現在鉄道を利用している方の移動に
　　ついても確保できる見通しであること
　「鉄道方式」、「バス方式」のそれぞれの利便性や地域負担等を比較し、未来志向で総合的に判断した結果、今後、
バスを中心とした新たな交通ネットワークの構築に向けて、３者で検討を進めていくことで合意し、後志ブロッ
ク会議において、「長万部・小樽間」はバス転換とすることが確認されました。
　今後は、バスを中心とした新たな交通ネットワークの構築に向けて、北海道、沿線自治体、バス事業者等と
しっかりと協議していきます。
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余市から、小樽市内の各高校（北照高校、小樽未来創造高校、小樽明峰高校、小樽水産高校）付近に
バス１本で行ける。
余市から各高校へ向かう場合、小樽市街地を避けられるので、高い定時性が期待される。
既存バス路線がない塩谷駅付近から小樽駅等にバス１本で行ける。
小樽環状線の最上トンネルが整備中であり、完成後は隘路区間が解消される。

デメリット 需要が少ない山間部を通り、通学時間帯以外は需要が少ないことが想定される。
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利便性を高める新ルートの検討（余市～塩谷～小樽市内の高校）※第10回後志ブロック会議資料より抜粋

　問合せ　企画政策課　企画グループ　 ☎２１―２１１７

平成２４年　沿線自治体が経営分離に同意、北海道新幹線札幌延伸正式決定
　　　　　　北海道新幹線並行在来線対策協議会を設置し、協議を開始
　
平成２４年～平成２８年　第１回～第５回後志ブロック会議
　　　・函館線（函館 -小樽間）の旅客流動調査、将来需要予測調査分析
　　　・先行県の並行在来線の状況、国の支援制度確認
　　　・開業５年前程度で方向性決定を想定

令和元年　第６回後志ブロック会議
　　　・会議資料としてＪＲ北海道より、長万部 -小樽間の輸送密度等の情報、今後２０年間の大規模修繕・
　　　　更新費試算の情報提供あり
　　　・余市町長がＪＲ北海道に対し、黒字となる利用者数について質問、「２，０００人以上が鉄道の特性が
　　　　発揮できる線区」との回答あり
　　　・開業５年前を待たず協議会として方向性を決定していく旨確認

令和２年～令和３年　第７回～第１０回後志ブロック会議
　　　・旅客流動調査、将来需要予測、収支予測調査結果公表
　　　・収支改善策やバスルート等について検討、結果公表
　　　・次回の後志ブロック会議で各沿線自治体の方向性を確認

令和３年１１月１９日　並行在来線に関する住民説明会開催（３９名参加）

令和３年１２月２７日　第１１回後志ブロック会議
　　　・関係機関からの情報提供
　　　　①国土交通省：経営分離後の鉄道経費への支援制度はない
　　　　②ＪＲ北海道：経営分離を見直す考えはない
　　　　③Ｊ Ｒ 貨 物：災害時の代替ルートとして函館線（長万部・小樽間）を活用することは現状では課題
　　　　　　　　　　　が多い。運行区間の折り返し運転と代行トラック等の組み合わせを優先的に検討する
　　　　④北海道中央バス：多客時間帯のダイヤを工夫することでバスでの代替輸送は可能
　　　・沿線自治体の方向性
　　　　①長万部町：「バス方式」
　　　　②黒松内町：保留
　　　　③蘭  越  町：保留
　　　　④ニセコ町：保留
　　　　⑤倶知安町：「バス方式」
　　　　⑥共  和  町：「バス方式」　　　　　　　　　　　　　　
　　　　⑦仁  木  町：「バス方式」
　　　　⑧余  市  町：余市小樽間「鉄道方式」
　　　　⑨小  樽  市：保留
令和４年２月３日　第１２回後志ブロック会議
　　　・沿線自治体（前回保留）の方向性
　　　　②黒松内町：「バス方式」
　　　　③蘭  越  町：「バス方式」
　　　　④ニセコ町：「バス方式」
　　　　⑨小  樽  市：保留
　　　　　⇒長万部・余市間のバス転換の方向性が決定、余市・小樽間は個別協議

令和４年３月２６日　余市・小樽間個別協議（小樽市・余市町・北海道）
　　　　余市・小樽間について、「バス方式」の方向性で合意

令和４年３月２７日　第１３回後志ブロック会議
　　　　⇒長万部・小樽間のバス転換の方向性決定

【並行在来線（長万部・小樽間）の方向性決定までの主な検討経過】
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